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徳
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治
世
近
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礎

山
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昌
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東
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誉
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大
著
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１３頁

江
戸
時
代
、
大
広
間
で
の
儀
式
の
様

子
を
描
い
た
挿
絵
。
諸
大
名
が
家
格

順
に
並
ん
で
い
る
（『
徳
川
盛
世
緑
』

か
ら。
東
京
都
立
図
書
館
所
蔵
）

家康、人材登用巧み・家綱、統治機構完成

専
攻
は
中
東
・
イ
ス
ラ
ー
ム

地
域
研
究
と
国
際
関
係
史
だ

が、
歴
史
学
者
の
立
場
か
ら、

明
治
維
新
以
降
の
日
本
の
近
代

化
や
産
業
化
を
理
解
す
る
た
め

の
視
点
を
提
示
す
る
。
「
１
６

０
０
年
の
関
ケ
原
の
戦
い
か
ら

見
て
い
く
べ
き
だ
。
（
明
治
以

降
の）
近
代
化
で
は
な
く
、
（江

戸
期
か
ら
の）
近
世
化
の
問
題

と
考
え
る
こ
と
が
大
事
だ
」
。

こ
う
主
張
す
る
の
は
、
幕
府
の

官
僚
制
度
が
明
治
以
降
に
も
つ

な
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
か
ら

だ。「
明
治
以
降
の
繁
栄
や
平
和

の
基
礎
は
江
戸
時
代
に
あ
る
」

中
で
も
、
幕
府
を
開
い
た
家

康
を
高
く
評
価
す
る。
外
国
人

や
商
人
、
僧
侶
な
ど
出
自
に
と

ら
わ
れ
ず
人
材
を
登
用
し
た
こ

と
を
、
「
才
能
の
あ
る
人
間
が

登
用
さ
れ
、
珍
重
さ
れ
る
。
人

材
登
用
の
基
本
だ
」
と
語
る
。

ま
た
、
「
織
田
信
長
や
豊
臣
秀

吉
と
違
い
、
家
康
は
自
分
が
死

ん
で
も
、
徳
川
家
が
瓦
解
し
な

い
統
治
シ
ス
テ
ム
の
基
礎
を
作

っ
た
」
と
功
績
を
認
め
る
。
老

中
や
若
年
寄
ら
を
介
し
て
統
治

す
る
幕
府
の
職
制
は、
徳
川
氏

が
三
河
の
一
大
名
だ
っ
た
頃
の

支
配
機
構
を
応
用
し
変
形
さ
せ

た
も
の
で
、
秀
忠
、
家
光
へ
と

継
承
さ
れ
て
安
定
化
し
て
い
っ

た
か
ら
だ
。

山
内
さ
ん
は
人
物
評
価
の
基

準
を
、
「
統
治
者
、
政
治
家
と

し
て
の
能
力
」
の
有
無
に
置
く
。

家
康
に
つ
い
て
は
「感
情
の
起

伏
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
、
政

治
家
と
し
て
一
番
必
要
な
安
定

感
が
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
理
性

に
加
え、
負
け
る
覚
悟
で
武
田

信
玄
に
挑
ん
だ
三
方
ヶ
原
の
戦

い
を
見
れ
ば
、
勇
気
や
大
胆
さ

も
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
」
と

述
べ
る
。

ま
た
、
こ
れ
ま
で
注
目
さ
れ

る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
４
代
将

軍
家
綱
を
「
君
臨
す
れ
ど
も
統

治
せ
ず
と
い
う
君
主
の
最
高
の

形
態
だ
っ
た
。
人
柄
も
穏
健
で

徳
が
あ
り
、
家
臣
団
に
も
酒
井

忠
清
ら
有
能
な
人
物
を
数
多
く

抱
え
て
い
た
」
と
高
く
評
価
。

家
康
の
手
が
け
た
統
治
シ
ス
テ

ム
は
家
綱
で
完
成
さ
れ
た
と
見

る
。

　

一
方
で
、
「
パ
ク
ス
・
ト
ク

ガ
ワ
ナ
は
功
だ
け
で
は
な
く
、

罪
も
あ
る
。
あ
ま
り
に
豊
か
で

平
和
す
ぎ
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
列

強
が
迫
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
危

機
感
が
ま
る
で
欠
如
し
て
い

た
」
と
語
り
、
１１
代
将
軍
家
斉

に
つ
い
て
、
ロ
シ
ア
船
の
来
航

へ
の
対
応
が
十
分
で
は
な
か
っ

た
な
ど
と
批
判
す
る
。

　

「
ウ
ク
ラ
イ
ナ
で
戦
争
が
あ

り
、
日
本
人
が
こ
れ
ま
で
持
っ

て
い
た
安
全
保
障
観
も
変
化
し

つ
つ
あ
る
。
税
収
も
増
え
ず
、

少
子
化
も
進
む
。
こ
れ
ら
の
問

題
を
踏
ま
え
、
国
家
と
し
て
の

あ
り
方
を
考
え
る
と
き
、
現
在

の
日
本
を
形
作
っ
た
江
戸
時
代

の
最
初
に
さ
か
の
ぼ
っ
て
考
え

る
べ
き
で
は
な
い
か
」

◇

山
内
さ
ん
は『
将
軍
の
世
紀
』

で
歴
史
を
通
じ、
「
現
代
の
問

題」ま
で
読
み
解
い
て
い
る
が、

同
時
期
に
、
吉
田
松
陰
の
『
留

魂
録
』
や
イ
プ
ン
・
ア
ッ
テ
ィ

ク
タ
カ
ー
の
『
ア
ル
フ
ァ
フ
リ

ー
』
な
ど
古
今
東
西
の
名
著
を

中
心
に
紹
介
し
た
『
歴
史
を
知

る
読
書
』
（
Ｐ
Ｈ
Ｐ
新
書
）
も

刊
行
し
た
。

へ
何
が
し
か
の
試
練
や
情
景

に
接
し
た
と
き
、
似
通
っ
た
場

面
に
遭
週
し
た
先
人
た
ち
は
、

は
た
し
て
ど
の
よ
う
に
振
舞
っ

て
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
た

の
か
。
そ
れ
を
参
照
す
る
こ
と

は
、
と
く
に
危
機
の
時
代
を
生

き
る
私
た
ち
に
と
っ
て
、
じ
つ

に
意
義
深
い
作
法
で
あ
る
の
は

間
違
い
な
い
〉
と
記
す
。
現
代

も
困
難
な
時
代
で
あ
る
こ
と
に

変
わ
り
は
な
い
が
、
「
自
分
た

ち
の
将
来
は
ど
う
な
る
の
か
、

そ
う
い
う
近
未
来
の
姿
を
予
想

す
る
際
に
歴
史
を
教
訓
と
し
て

学
ん
で
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。


